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・1学期は走に関する取り組みを全
校や学級または体力朝会において
継続的に行う。2学期以降は、マラ
ソン大会や陸上記録会に加え、走
に関する取り組みや掲示を行い、
走ることに対しての意欲を持ち、記
録を伸ばすことができるような取り
組みを行う。

・栄養管理と並行して児童の食べき
れる量を見取った給食を提供し、好
き嫌いなく食べられるよう声掛けを
する。地産地消や行事食にかかわ
る献立を作成し、児童に実際に食
べながら学習できる機会を作る。

・児童がよりよい生活に気づき、自
らの生活に生かしていくために、家
庭と連携しながら、生活を記録する
取組や、「3こて週間」の取組を行
う。
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〇運動会や新体力テストに向けてこの目標を周知し、各学級の実態に
応じて授業やその他の場面で走に関する運動を取り入れることで目標
を上回ることができた。

○児童は給食ではできるだけ好き嫌いしないように頑張っており、残菜
はあまりない。２学期は給食時間の過ごし方を見直し、当番活動を早
めにして13時までに集中して食べきる取り組みを全校で行っている。行
事食や地産地消にかかわる献立提供が４・５月はできなかった。６月以
降は月１回以上は提供し、掲示や口頭などでお知らせしている。

〇１学期は、１週間の生活を記録し自分の生活を見つめる取組を行っ
た。子供達の気づきや課題を家庭の方が一緒に考え、より良い生活に
するよう働きかけていただいた。前期の児童アンケートの結果、「３点
固定」で規則正しい生活を心がけている児童は、85.4％。

・体力朝会で走に関する運動や遊びを紹介し、各学級の体育科の授
業で取り入れ、継続的に走力をつけることができるようにする。また、
2学期にあるマラソン大会に向け、業間運動でマラソンタイムを設け、
体力向上を図る。

・給食時間の過ごし方の取り組みを引き続き進めるとともに、成長と健
康にかかわる食事の大切さについて、家庭科や学級活動などの教科
指導でも取り組んでいく。苦手と予想される食材はできるだけ食べ切
れる量を提供し、「少しなら食べられる」経験も積み重ねていく。

・２，３学期は「３こて週間」を実施する。規則正しい生活をするため
に、１週間、子供達が自分で決めた時間を守る取組を行う。就寝、起
床、家庭学習を始める時刻を決めることを中心に、規則正しいリズム
の生活ができるように家庭と連携する。

信
頼
さ
れ
る
学
校

・保護者・地域の方においでいただく機
会を活用して、次のことに取り組む。
①学校の教育活動について理解を深
めていただけるよう、協調学習やリー
ダー学習、総合的な学習の時間をはじ
め、様々な教科や学習内容を公開す
る。
②参加者が児童と一緒に授業に参加
できる場を設定し、双方向の学習となる
よう内容の工夫を図る。
③学級懇談等で授業をもとに対話を行
い、協働的な体制を構築する。
・校内委員会を計画的に実施し、部会
や担当を中心として組織的に取り組む
校内体制の充実を図ることで働き方改
革を推進する。
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○保護者や地域の方においでいただく機会を利用して、学校の主な取
組に視点を当てた授業を参観したり、授業を介して対話をしたりする場
を設定した。それにより、学校の取組に理解を深めていただき、協働的
な関係の構築に努めることができた。保護者アンケートにおいても肯
定的な評価をいただいた。

○見通しを持って業務に取り組むこと、優先順位をつけて効率よく業務
に取り組むことなどの習慣化が図られるようになってきた。また、教職
員に対する業務改善アンケートの項目に対する肯定的な割合は高い。
校内委員会、部会や各担当を中心に組織的に取り組むことで効率的
に業務を進め、子どもと向き合う時間の確保とともに充実感も得られる
ようになってきた。

・参加者と児童が双方向でやりとりできる学習の場を設定したり、学習
発表会の機会を活用したりしながら協働的な体制の構築に向けた取
組の充実を図る。

・業務改善が図られるよう、校内委員会、部会や各担当を中心に見通
しを持って計画的に業務を行うようにしてきた。今後も機会を設定して
業務の進捗状況を振り返り、改善を図っていく。

中間 最終

令和６年度　学校評価表

目標 実践 評　価

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目　（評価方法）
目標値 今回の

達成
割合

目標に
対する
割合

評価 成果と課題の分析 改善の方向性

・引き続き、研修を通して、協調学習の良さや改善点を協議し、共
有していくことで、よりよい授業づくりをしていく。

・単元計画表を見直して改善する研修を行ったり、リーダー学習・
協調学習・個別で進める学習を１つの単元の中に取り入れ、多様
な学びを可能にしたりする。また、引き続き各学年のリーダー学
習を見る機会を設けていく。
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○確かな学
力を身につ
け、主体的
に学び合う
児童の育成

【１】
 ・単元を通した
リーダー学習と協
調学習を通して、
主体的に学び、対
話を通じて自分の
考えを深めること
ができる。

・協調学習を取り入れた授業
を実施する。
・単元計画表を児童と共有し
たリーダー学習と自己選択の
ある学習を実施する。

・全学級、年間３回以上実施する。

・国語科、算数科、理科、社会科の学期末
テストの結果が標準得点以上の児童の割
合
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〇年度初めの校内研修の中に協調学習の授業参観を取り入れた
ことで、協調学習のよさやスタイルを全員が共有していたので取り
組みやすさにつながった。

〇全学級で単元計画表を用いたリーダー学習の取組をすること
で、児童が自分で考えて主体的に学ぶ力が付いてきている。ま
た、リーダー学習参観Ｗｅｅｋや振り返りを校内研修に位置づける
ことで、リーダー学習で目指す姿が児童も教職員も明確になった。

・引き続き、どの場面でも「気づき、考え、行動する」という学びの
サイクルを意識した指導を行っていく。

・児童会が行っている生活目標の設定や反省も道徳科につなが
るよう質を上げていく。

豊
か
な
心

(

徳

)

○自他を尊
重し、豊か
な感性と道
徳性を備え
た児童の育
成

【２】
・多様な他者との
交流・体験活動を
通して、気づきを
もち、考え、次の
活動へつなげるこ
とができる。

・体験活動を行う中で、「特別
の教科　道徳」で考えたことと
普段の生活を関連させなが
ら、自分で気づき考え、行動
できるようにしていく。

・児童が行う生活・学習アンケートにおい
て、多様な体験活動を通して、気づき、考え
たことを生かしていると回答した児童の割
合

70% 90% 88% 125%
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〇授業、行事、体験活動等、全てにおいて「気づき、考え、行動す
る」という学びのサイクルを意識した指導を行っていることで、児童
も意識することができている。
〇道徳科で考える道徳的価値に迫るために、自分たちの生活と関
連させながら考えさせている。また、学校生活で課題が出た時に
は、道徳科で学んだことを想起させて行動につなげている。

○基本的な
生活習慣
や，健康で
たくましい
体力・気
力・耐力を
備えた児童
の育成

【３】
・体力づくりを通し
て、憧れと挑戦、
自分への期待を
もつことができ
る。
・食育を通して、
自ら食べ力を育
てることができ
る。
・三点固定の取組
を通して、自らよ
りよい生活習慣を
つくることができ
る。

・新体力テストにおいて、50ｍ走のタイムが昨年
度の記録を超える割合。11月は6月の記録を超
える割合。

・児童アンケート「健康にすごすために、給食で
いろいろな食べ物を残さずに食べています」肯
定的評価の割合
・地産地消や行事食にかかわる給食を月1回以
上提供する。

・児童アンケートにおいて、「3点固定」ができて
いる児童の割合

○教職員が
協働し，地
域・保護者
と連携し，
信頼され開
かれた学校
づくりの推
進

【４】
・地域・保護者に
授業などの教育
活動を開き、対話
を通して協働関係
を構築する。
・働き方改革（業
務改善＋児童と
向き合う時間の確
保）により、自分
なりのやりがいを
もつ。

・協調学習やリーダー学習等を取り入れたり、児童と参
加者が双方向で関わったりするような学習に視点をあて
た授業を各学年2回以上実施する。
・「学校行事や授業参観を通して子供たちの学びの様子
がよく分かる。」という保護者アンケートの項目での肯定
的な評価の割合

・時間外勤務が月45時間を超えない教職員の割合
・子どもと向き合う時間が確保されていると感じる教職員
の割合
・日々の業務の中で充実感を得られている教職員の割合

学校経営目標 子供がわくわく 教職員が働きがいのある学校

学校教育目標 笑顔生み出す児童の育成
めざす子供像 挑戦する子供・体験をもとに気づく子供・対話を通じて考える子供 目標に対する割合の評価基準 ４・・・１０１％～ ３・・・８０～１００％ ２・・・６０～７９％ １・・・６０％未満


